
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
人
字
和
訓
ワ
レ
と
僧
字
和
訓
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ネ
ン
コ
ロ

お
よ
び
僧
字
の
成
立
に
つ
い
て

加

藤

浩

司

K
ATO

K
oji

〇
、
は
じ
め
に

本
学
二
〇
一
六
年
度
前
期
国
文
学
科
専
門
科
目
「
国
語
学
基
礎
演
習
Ｇ
」
に

て
学
生
達
と
平
安
時
代
末
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
古
辞
書
「
観
智
院
本
類
聚

名
義
抄
」
を
読
み
始
め
た
。
そ
の
中
で
私
自
身
が
抱
い
た
疑
問
、
学
生
達
か
ら

提
出
さ
れ
た
疑
問
に
つ
き
そ
の
後
調
査
、
考
察
し
た
結
果
と
し
て
、
二
点
を
示

し
、
諸
賢
の
ご
叱
正
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

A
N
ote
on
the
Japanese

R
eadings“

W
are”

of“
Jin“（

人
）”,Y

aw
aragu”

and
“
N
enk
oro”

of“
Sou”（

僧
）
in“
K
anchiin-bon

R
uijyu-m

yogisho”
（
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
），
and
on
the
B
eginning

of
the
C
hinese

C
haracter

“
Sou”（

僧
）
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一
の
一
、
人
字
和
訓
ワ
レ
に
つ
い
て

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
佛
上
人
部
第
一
冒
頭
に
あ
る
人
字
の
和
訓
の
中
に
ワ

レ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
該
部
分
を
正
宗
敦
夫
校
訂
『
類
聚
名
義
抄
』（
風
間

書
房
一
九
八
九
）
よ
り
翻
字
し
て
示
す
。

人
〔
音
仁
（
平
濁
）
ニ
ン

ヒ
（
上
）
ト
（
平
）

ワ
（
平
）
レ
（
平
）

サ
ネ
＼
マ
ホ
ル

ユ
ク
〕（
四
オ
三
。
な
お
〔

〕
内
は
割
注
部
分
。（
平

濁
）
は
直
上
の
漢
字
に
平
声
濁
（
複
）
声
点
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
。

（
平
）（
上
）
は
そ
れ
ぞ
れ
直
上
の
和
訓
の
カ
タ
カ
ナ
に
平
声
点
な
い
し
上
声

点
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
。「
＼
」
は
改
行
の
印
。
以
下
こ
れ
に
準
ず

る
。
注
一
）

こ
の
ワ
レ
と
い
う
和
訓
が
、
自
分
自
身
を
指
す
「
我
」（
に
当
た
る
意
味
）

だ
と
す
る
と
、
現
行
の
漢
和
辞
典
を
参
照
す
る
限
り
、「
人
」
と
い
う
漢
字
の

和
訓
と
し
て
は
奇
異
な
印
象
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

人
字
に
何
故
ワ
レ
と
い
う
和
訓
が
あ
る
の
か
調
査
し
た
結
果
、
そ
も
そ
も
中

国
に
お
い
て
も
自
分
自
身
を
指
す
用
法
で
「
人
」
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ

り
、
む
し
ろ
現
行
漢
和
辞
典
の
記
述
に
不
備
が
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
こ

と
を
報
告
す
る
。

一
の
二
、
人
字
に
対
す
る
現
行
漢
和
辞
典
の
記
述

人
字
に
対
す
る
『
大
漢
和
辞
典
』（
諸
橋
轍
次
著
、
大
修
館
書
店
一
九
五
五

〜
六
〇
）
の
記
述
の
う
ち
意
味
の
説
明
だ
け
適
宜
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な

る
。
な
お
引
用
に
際
し
漢
字
を
新
字
体
に
改
め
た
。

○一
ひ
と
。
人
間
。
人
類
。
万
物
の
霊
長
。
○二
人
民
。
住
民
。
民
に
通
ず
。

○三
他
人
。
○四
あ
る
人
。
○五
立
派
な
人
。
す
ぐ
れ
た
人
。
位
に
あ
る
人
。
○六

凡
人
。
小
人
。
つ
ま
ら
ぬ
人
。
○七
ひ
と
び
と
。
ひ
と
毎
に
。
○八
ひ
と
と
な

り
。
性
質
。
人
物
。
○九
ひ
と
わ
ざ
。
人
為
。
○十
け
ら
い
。
目
下
の
人
。
○��

春
秋
の
筆
法
。
○イ
多
く
の
人
を
さ
す
時
、
人
と
称
す
。
○ロ
大
将
の
身
分
が

低
く
人
数
の
少
い
軍
隊
を
人
と
称
す
。
○��
易
で
乾
と
震
と
に
あ
て
る
。
○イ

乾
を
人
に
あ
て
た
も
の
。
○ロ
震
を
人
に
あ
て
た
も
の
。
○��
あ
は
れ
む
。
○��

さ
ね
。
果
実
の
核
中
に
あ
っ
て
芽
を
生
ず
る
も
の
。
○��
仁
に
通
ず
。
○��
古

は

に
作
り
、
則
天
武
后
は

に
作
る
。
○��
姓
。

こ
の
う
ち
「
○��
あ
は
れ
む
」
は
あ
る
地
域
の
方
言
と
い
う
が
、
○一
〜
○��
の
う

ち
自
分
自
身
を
指
す
「
我
」
に
当
た
る
意
味
は
な
い
。
他
の
多
く
の
漢
和
辞
典

も
、
全
て
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、『
大
漢
和
』
と
同
様
に
「
我
」
に
当

た
る
意
味
を
挙
げ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
で
人
字
に
ワ

レ
と
い
う
和
訓
が
あ
る
理
由
を
漢
和
辞
典
の
意
味
記
述
か
ら
見
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。一

の
三
、
人
字
和
訓
ワ
レ
の
典
拠
は
遊
仙
窟

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
（
お
よ
び
他
の
増
補
本
系
の
諸
本
）
に
は
和
訓
の
出

典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
原
撰
本
系
で
出
典
注
記
が
数
多
く
存
在
す
る

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」
に
は
こ
の
人
字
部
分
が
現
存
し
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
現
存
す
る
類
聚
名
義
抄
か
ら
直
接
人
字
の
和
訓
ワ
レ
の
典
拠
が
何
で
あ

る
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
た
数
多
く
の
訓
点
資
料
に
つ
き
和
訓
と
そ
の

典
拠
を
集
成
し
た
『
訓
點
語
彙
集
成
』（
築
島
裕
編
、
汲
古
書
院
二
〇
〇
七
〜
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〇
九
）
に
拠
り
、
人
字
の
和
訓
ワ
レ
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
掲
げ
ら
れ
た
十
三

例
全
て
が
「
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
」
の
用
例
で
あ
っ
た
。
次
に
そ
の
用
例
を
『
醍

醐
寺
藏
本
遊
仙
窟
總
索
引
』（
築
島
裕
他
編
、
汲
古
書
院
一
九
九
五
）
の
翻
字

本
文
よ
り
引
用
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
原
文
の
「
訓
」「
合
點
」
お
よ
び
四
声

等
の
注
記
は
省
略
し
た
。
用
例
の
最
初
の
丸
囲
み
番
号
は
加
藤
が
仮
に
付
し
た

も
の
で
あ
り
、
人
、
ワ
レ
等
該
文
字
は
太
字
で
示
し
た
。
後
者
の
示
し
方
に
つ

い
て
は
以
下
他
の
資
料
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
じ
。

シ
（
ハ
ラ
ク
）の
（
ア
ヒ
タ
）
（
タ
チ
マ
）

ウ
チ
ツ
カ
タ

に

コ
ト

（
シ
ラ
）

（
コ
ヱ
）

（
キ
）

①
須
‐
臾
之
間
に
忽
（
チ
）に
内
‐
裏
ニ
筝
を
調
フ
ル﹇
之
﹈聲
を
聞
ク
、

ヤ
ツ
カ
リ

チ
ナ

て

（
ヱ
イ
）

て

（
イ
ハ
）

ヲ
ノ
レ

は

ヨ
シ

キ
ミ

僕
・
因
ン
テ
詠
（
シ
）テ
曰
（
ク
）・
自
ハ
（
中
略
）
從
ヤ
・
渠
・

ハ
ナ
ハ

ワ
レ
に
イ
ナ

ス

は
サ
ラ
に

コ
ト

ア
ヤ
シ
キ
ト
コ
ロ
を
モ
ト

む

痛
タ
人
ニ
肯
ヒ
不
ハ
更
ニ
・
別
に

天

ヲ
求
メ
ン
ヤ
、（
三
オ
七
。
な

お
「
不
」
の
左
に
「
す
」
、「
更
ニ
」
の
左
に
「
ア
カ
ラ
サ
マ
ニ
」
と
あ
り
）

（
ヤ
ツ
カ
リ
）

（
ヱ
イ
）

（
イ
ハ
）

レ
ム

セ
ウ

②

余
・﹇
則
﹈・
詠
（
シ
）て
曰
（
ク
）・
斂
‐
咲
と
シ
タ
シ
ム
ル
モ
ノ
カ

カ
タ

マ
ユ

（
ナ
ホ
）
タ

カ
タ

を

（
フ
タ
）

ラ
、（
中
略
）一
‐
眉
タ
ニ
モ
猶
耐
エ

キ
ニ﹇
イ
・
カ
タ
キ
モ
ノ
ヲ
﹈、
雙
ツ

メ

（
サ
タ
）

て
ワ
レ

む

の
‐
眼
は
定
（
メ
）テ
人
を
傷
ヒ
テ
ム
、（
三
ウ
五
。
な
お
、「
シ
タ
シ
ム

ル
」
の
左
に
「
ホ
ヽ
エ
メ
ル
」
と
あ
り
。「
眉
タ
ニ
」
の
左
に
「
マ
ユ
ス

ラ
」
と
あ
り
。「
傷
」
の
左
に
「
ソ
コ
ナ
」
と
あ
り
）

（
マ
タ
）
マ
カ
タ
チ
（
ケ
イ

シ
ン
）

ヲ
コ

て（
ヤ
ツ
カ
リ
）
（
シ
）

カ
ヘ

て
（
イ
ハ
）

ヨ
シ
ヒ

（
コ
）
レ

③
④
又
・
婢

桂
‐
心
を
遣
セ
テ
余
か
詩
を
報
シ
テ
曰
ク
・
好
は
是
・

ヒ
ト

（
イ
ヘ
）
（
コ
ノ
）
ミ

ワ
レ
は
（
コ
ヽ
ロ
）
ツ

ワ
レ
に
（
ア
ラ
）

ナ
ニ

モ

か
ミ
タ
リ

他
の
家
の
好

ナ
リ
、
人
ハ

意

著
キ
の
人
ニ
非
す
、
何
を
須
テ
カ
漫

（
ア
）

ナ
ク
サ

て

に
相
ヒ
‐
弄
マ
む
（
三
ウ
六
）

（
ヤ
ツ
カ
リ
）

（
サ
ラ
）

（
マ
タ
シ
イ
チ
シ
ユ
）

ヲ
ク

て

（
ソ
）

（
コ
ト
ハ
）

（
イ
ハ
）

ケ

⑤

余
・
更
に
又
詩
一
首
を
贈
テ
、
其
（
ノ
）
詞
（
ニ
）
曰
（
ク
）、
今
‐

サ
（
タ
チ
マ
）

キ
ミ
か
（
シ

シ
ユ
）
と

を

（
ミ
）

朝
忽
（
チ
）に
渠
カ
姿
‐
首
ト
カ
ホ
ヨ
キ
ヲ
見
レ
は
﹇
イ
・
見
（
レ
ハ
）﹈

（
フ

カ
ク
）

て
（
イ
ン

キ
ン
）

渠
ノ
姿
首
シ
ク
﹈不
‐
覺
と
モ
ノ
ヲ
ホ
ヘ
ス
シ
テ
慇
‐
懃
（
ト
）ネ
ム
コ

に
（
シ
ン

コ
ウ
）

（
ツ
）

ワ
レ

シ

（
シ
キ
リ
）

ソ
コ

ハ
ク

（
テ
イ

ネ
イ
）

ロ
ニ
心
‐
口
に
著
（
キ
）ヌ
、
人
を
令
テ
頻
に
作
‐
許
の
叮
‐
嚀
な
り
と

（
ミ
）

ネ
ム
コ
ロ
ナ
ラ
【
令
】
ム
、（
五
ウ
五
。
な
お
「﹇
イ
・
見
（
レ
ハ
）渠
ノ
姿

首
シ
ク
﹈
」
の
「
渠
」
の
左
に
「
ミ
マ
イ
ト
コ
ロ
」
と
あ
り
。
さ
ら
に
「
姿

（
シ
ン

コ
ウ
）

首
」
の
左
に
「
カ
タ
チ
キ
ラ
	


」
と
あ
り
。「
心
‐
口
に
」
の
左
に

「
コ
ヽ
チ
ニ
」
と
あ
り
。「
ナ
ラ
【
令
】
ム
」
の
「
令
」
の
左
に
「
シ
」
と

あ
り
）

（
ヤ
ツ
カ
）
リ
イ
タ
ン

（
ヱ
イ
）

（
イ
ハ
）

（
ユ
メ
）
（
ウ
チ
）

（
マ
コ
ト
）

⑥

余

因
（
テ
）
詠
（
シ
）テ
曰
（
ク
）・
夢
の
中
に
（
中
略
）
誠
に
‐

（
シ
）

（
ハ
ラ
ワ
タ
）
（
タ
）

む

と

ス

は

（
キ
ウ

キ
）

コ
ト
サ
ラ

知
（
リ
）
ヌ
・
腹
ノ
斷
ヘ
ム
ト
欲
レ
ハ
、
窮
‐
鬼
の
イ
キ
ス
カ
タ
故

に

ナ
ヤ
マ

（
ナ
ヤ
マ
）

イ
タ
ン

ニ
人
を
調
ス
ナ
リ
﹇
イ
・

調
セ
ル
カ
﹈、（
六
ウ
三
。
な
お
「
因
（
テ
）」

の
読
み
仮
名
「
ン
」
の
右
側
に
「（
シ
）」
と
あ
り
。「
人
」
の
左
に
「
ワ

レ
」
と
あ
り
）

（
シ
）

ヌ

ヲ
（
ハ
）

（
シ
フ
チ
ヤ
ウ
）
モ
チ
ミ
（
イ
ハ
）

（
セ
ウ

フ

コ
ウ
）

⑦
詩
を
抄
キ
ツ
ル
こ
と
訖
（
リ
）て
十
娘

弄
て
曰
（
ク
）・
少
‐
府
‐
公
は

ヽ
ヽ
（
シ

ク
）

（
タ
ン

セ
ツ
）

（
ア
ラ
）

（
マ
タ
）

ヲ
（
ノ
ツ
カ
）

但
詞
‐
句
の
斷
‐
絶
と
ス
ク
レ
タ
ル
ノ
ミ
に
非
す
、
亦
・

自
（
ラ
）・

（
ヨ
）

カ

（
フ
テ
）

は
（
セ
イ

ラ
ン
）

（
ニ
）

ワ
レ

（
ハ
ク

カ
ク
）

能
ク
・
書
ク
ニ
【
能
】
ヘ
リ
、
筆
ハ
�
‐
鸞
に
似
、
人
は
白
‐
鶴
に

（
オ
ナ
）

同

シ
、（
十
四
ウ
六
。
な
お
「
但
」
の
左
に
「（
タ
ヽ
）」
と
あ
り
。

「【
能
】」
の
左
に
「
タ
」
と
あ
り
）

（
コ
サ
ウ
）
（
コ
タ
）

（
イ
ハ
）

（
シ
ハ
ラ
）

（
ナ
ラ
）

（
キ
）

モ
（
ト
）
（
ア
ソ
）

⑧
五
嫂
・
答
（
ヘ
）て
曰
（
ク
）・
暫
（
ク
）・
雙
ヘ
ル
樹
の
下
に
遊
フ
（
中

（
ア
ソ
）

（
ハ
チ
）

（
シ

ハ
ウ
）

（
イ
）

ワ
レ

イ
マ

サ
シ
ナ
カ

ツ

ト

（
オ
ノ
	


）

略
）
遊
フ
‐
蜂
は
紫
‐
房
に
入
ル
、
人
・
今
・
惣
ラ
・
摘
ミ
‐
取
リ
て
各
・

（
イ
チ

ヘ
ン
）
（
ハ
コ
）

ヲ

一
‐
邊
の
箱
に
著
カ
ム
、（
十
八
ウ
五
。
な
お
「
惣
」
の
左
に
「
シ
カ
シ

ナ
カ
ラ
」
と
あ
り
）

（
ヤ
ツ
カ
リ
）

（
ヱ
イ
）

（
イ
ハ
）

（
ス
ナ
ハ
）

（
イ
マ
）

ヒ
ヤ

⑨

僕
・
詠
（
シ
）て
曰
（
ク
）（
中
略
）
�
（
チ
）・
今
・
冷
カ
ナ
ル

ア

（
イ
ヘ
ト
）

（
ヒ
ト
）

ヲ
（
ノ
ツ
カ
）

（
ノ
コ
リ
）
（
ア
カ
ヽ
ネ
）

モ
ト

む

（
コ
ト
）
惡
シ
と
雖
モ
、
人
ニ

自
（
ラ
）
残
の
銅
を
覓
メ
テ
ム
。

ヒ
ヤ

ヒ
ヤ

（
二
十
二
ウ
三
。
な
お
「
冷
カ
ナ
ル（
コ
ト
）」
の
「
冷
カ
ナ
ル
」
の
左
に

「
ヒ
ヤ
シ
」
と
あ
り
。「
惡
シ
と
」
の
「
惡
」
の
左
に
「
ニ
ク
」、「
と
」
の

（
ヒ
ト
）

モ
ト

左
に
「
ト
」
と
あ
り
。「
人
ニ
」
の
左
に
「
ワ
レ
モ
」
と
あ
り
。「
覓
メ

む

む

テ
ム
」
の
「
メ
テ
ム
」
の
左
に
「
メ
ム
」
と
あ
り
）

カ
ヽ
リ
メ
菅

（
ヨ
）

（
ヱ
イ
）

（
イ
ハ
）

（
ナ
ラ
）

（
エ
ン

シ
）

レ
ム

（
ヘ
ン
）

⑩

僕
・
因
（
リ
）
て
詠
（
シ
）テ
曰
（
ク
）・
雙
ヘ
ル
燕
‐
子
・
聯
‐

翩

と

（
イ
ク
）
（
ヨ
ロ
）
ツ

カ
ヘ

（
ア
ナ
カ
チ
）

（
シ
）

（
コ
）
レ

ト
ヽ
ハ
フ
コ
ト
・
幾
の
萬
‐
廻
リ
ソ
。

強
に
知
（
ル
）、
人
は
是
・
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タ
ヒ
ヒ
ト

カ
ヽ
リ
メ
菅

客
な
り
（
二
十
五
ウ
三
。
な
お
「
僕
」
の
左
に
「
ム
ツ
マ
シ
テ
」
と
あ

タ
ヒ
ヒ
ト

り
。「
人
」
の
左
に
「
ワ
レ
」
と
あ
り
。「
客
」
の
左
に
「
マ
ラ
ウ
ト
」
と

あ
り
）

（
シ
フ
チ
ヤ
ウ
）

（
イ
ハ
）

ワ
レ

（
シ
ヤ
ウ
）

て
（
ア
）

（
ミ
）

マ
タ

（
ハ
イ

シ
ュ
）

⑪
十
娘
（
カ
）
曰
（
ク
）・
人
・
生
シ
テ
相
（
ヒ
）
見
ル
・
且
・
坏
‐
酒
を

ア
ツ
カ

（
ハ
ウ
チ
ウ
セ
ウ

セ
ウ
）

ア
ツ
カ

論
（
ル
）
、
房
中
少
‐
〃
ト
セ
ム
。（
二
十
九
オ
一
。
な
お
「
論
（
ル
）
」

の
左
に
「
ア
ケ
ツ
ラ
ハ
ム
」
と
あ
り
。「
セ
ム
」
の
左
に
「
セ
ハ
ク
シ
」

と
あ
り
）

（
シ
フ
チ
ヤ
ウ
）

（
イ
ハ
）

ム

カ

シ

は
（
マ
タ
）
（
カ
ツ
）

ツ
ネ

ワ
レ

ヒ
ト

モ
（
テ
ア
ソ
）

⑫
十
娘
（
カ
）曰（
ク
）・
昔
‐
日
ハ
亦
・
曾
テ
‐
經
に
人
・
他
を

弄

ハ

む

（
ケ

サ
）
（
ナ
ラ
ヒ
）

（
マ
タ
）
ヒ
ト

（
モ
テ
ア
ソ
）

（
シ
カ
タ
）

ム
、
今
‐
朝

竝
ニ
‐
復
他
の
弄
フ
に
随
フ
、（
三
十
一
オ
七
）

（
シ
フ
チ
ヤ
ウ
）

（
ス
ナ
ハ
）

（
ワ
カ
レ
）

（
シ
）

ツ
ク

て
（
イ
ハ
）

（
ワ
カ
）

（
ト
キ
）
に

は

⑬
十
娘
・

乃
（
チ
）・
別
の
詩
を
作
テ
曰（
ク
）・
別
ル
ヽ
時
ニ
ハ

（
ツ
ヒ
）

（
コ
）
レ
（
ワ
カ
）

（
ト
キ
）

キ
ミ
マ
シ
マ

ス

（
ナ
マ
メ
）

終
に
是
・
別
ル
（
中
略
）
時
に
君
在
サ
不
ナ
リ
ナ
ハ
嬌
（
キ
）
タ

（
ウ
ク
ヒ
ス
）

モ
（
テ
ア
ソ
）

て
ワ
レ
を

ソ

（
ワ
カ
）

ル
‐
鶯
・

弄
ン
テ
人
ヲ
殺
シ
テ
ム
、（
三
十
三
ウ
八
。
な
お
「

別

ス

ル
」
の
左
に
「
コ
ト
ナ
リ
」
と
あ
り
。「
不
ナ
リ
ナ
ハ
」
の
左
に
「
サ
ラ

マ
シ
カ
ハ
」
と
あ
り
）

十
三
例
の
う
ち
①
〜
⑥
、
⑨
⑩
⑬
の
九
例
は
詩
を
「
詠
」
じ
た
り
「
作
」
っ

た
り
す
る
際
に
作
中
で
自
分
自
身
の
こ
と
を
「
人
」
と
表
現
し
た
も
の
で
あ

り
、
⑦
⑧
⑪
⑫
の
残
り
四
例
は
詩
を
「
詠
」
ず
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に

準
ず
る
形
で
調
子
よ
く
「
曰
」
う
セ
リ
フ
の
中
で
自
分
自
身
を
「
人
」
と
表
現

す
る
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
同
種
の
使
用
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
人
字
を
ワ
（
カ
）
と
訓
じ
て
い
る
例
も
一
例
あ
っ
た
。

（
シ
フ
チ
ヤ
ウ
）

マ
ミ
タ

て
（
ヱ
イ
）

（
イ
ハ
）

タ
ナ
ス
エ

（
キ
ミ
）

ホ
シ
マ
ヽ

⑭
十
娘
・
嗔
チ
テ
詠
（
シ
）
て
曰（
ク
）・
手
‐
子
・
君
（
カ
）
從
ニ

ト

（
エ
ウ

シ
）

（
マ
タ
）

ホ
シ
マ
ヽ

（
メ
ク
）

シ
て
・
把
ラ
レ
ヌ
・
腰
‐
支
の（
コ
シ
）ハ
セ
・
亦
・
任
ニ
廻
（
ラ
）

す

ワ

か
（
イ
ヘ
）ア
タ

モ
ノ

ス

（
ヤ
ウ
）
ヤ
ク
に
ヒ
ト

セ

（
キ
タ
）

ス
・
人
カ
家
中
ル
‐
物
ナ
ラ
不
、
漸
‐
々
ニ
他
を
逼
メ
來
ル
。（
三
十
一

オ
二
。
な
お
「
不
」
の
左
に
「
す
」
と
あ
り
）

こ
の
「
ワ
（
カ
）」
も
や
は
り
詠
じ
手
で
あ
る
「
十
娘
」「
自
身
の
」
と
い
う
意

味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

遊
仙
窟
に
は
他
の
写
本
・
刊
本
も
現
存
す
る
。
そ
の
う
ち
『
江
戸
初
期
無
刊

記
本
遊
仙
窟
』（
蔵
中
進
編
、
和
泉
書
院
一
九
八
一
）
に
つ
き
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
人
字
を
ワ
レ
（
な
い
し
ワ
カ
）
と
訓
じ
て
い
る
用
例
が
十
五
例
あ
り
、
そ

の
う
ち
十
二
例
は
醍
醐
寺
本
の
用
例
と
一
致
し
て
い
た
。

類
聚
名
義
抄
の
原
撰
本
系
で
和
訓
の
多
く
に
出
典
注
記
を
付
し
て
い
る
図
書

寮
本
の
現
存
部
分
に
は
「
遊
仙
窟
」
お
よ
び
遊
仙
窟
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る

「
遊
」
と
い
う
出
典
注
記
が
多
数
見
ら
れ
る
（
橋
本
不
美
男
作
成
「
図
書
寮
本

類
聚
名
義
抄
出
典
索
引
」
参
照
、
宮
内
庁
書
陵
部
・
築
島
裕
解
説
『
図
書
寮
本

類
聚
名
義
抄
解
説
索
引
編
』
勉
誠
社
一
九
七
六
所
収
）
と
い
う
。
問
題
の
観
智

院
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
人
字
の
和
訓
ワ
レ
の
出
典
も
遊
仙
窟
で
あ
る
可
能

性
が
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

一
の
四
、
漢
詩
で
人
字
を
自
分
自
身
の
意
味
で
使
用
し
た
例

こ
の
よ
う
に
、
漢
詩
の
中
で
人
字
を
自
分
自
身
の
意
味
で
使
用
し
た
例
が
あ

る
か
ど
う
か
を
『
中
国
名
詩
選
（
上
中
下
）』（
松
枝
茂
夫
編
、
岩
波
文
庫
一
九

八
三
〜
八
六
）
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
唐
詩
を
中
心
に
い
く
つ
か
例
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
つ
、
晩
唐
時
代
の
詩
人
張

の
「
胡
渭
州
」
の
用
例
を
示
す
。

て
い
て
い

こ
げ
つ

こ
う
し
ゆ
う

て

亭
亭
孤
月
照
行
舟

亭
亭
た
る
孤
月

行
舟
を
照
ら
し
、

せ
き
せ
き

ち
よ
う
こ
う

ば
ん
り

な
が

寂
寂
長
江
萬
里
流

寂
寂
た
る
長
江

万
里
に
流
る
。

き
よ
う
こ
く

し

い
ず

と
こ
ろ

こ

郷
國
不
知
何
處
是

郷
国
は

知
ら
ず

何
れ
の
処
か
是
れ
な
る
、

う
ん
ざ
ん

ま
ん
ま
ん

ひ
と

う
れ

雲
山
漫
漫
使
人
愁

雲
山

漫
漫
と
し
て

人
を
し
て
愁
え
し
む
。

（
下
一
七
三
頁
）

読
み
下
し
と
し
て
は
人
字
を
「
ひ
と
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、
結
句
全
体
の
訳
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は
「
果
て
し
な
く
つ
づ
く
雲
と
山
が
、
わ
た
し
の
旅
愁
を
か
き
た
て
る
」
と
さ

れ
て
お
り
、「
人
」
字
が
詩
人
自
身
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
漢

代
の
も
の
と
さ
れ
る
無
名
氏
「
行
行
重
行
行
」（
上
二
五
五
頁
）、
同
「
冉
冉
孤

生
竹
」（
上
二
五
九
頁
）、
お
よ
び
盛
唐
の
も
の
と
さ
れ
る
崔
�
「
黄
鶴
樓
」

（
中
二
五
六
頁
）、
王
維
「
鳥
鳴
澗
」（
中
二
六
七
頁
）、
高
適
「
邯
鄲
少
年
行
」

（
中
三
二
三
頁
）
に
も
同
様
の
用
例
が
見
ら
れ
た
（
注
二
）。

次
に
主
に
中
国
南
北
朝
時
代
の
漢
詩
を
収
録
す
る
『
玉
台
新
詠
集
上
中
下
』

（
鈴
木
虎
雄
訳
解
、
岩
波
文
庫
一
九
五
三
〜
一
九
五
六
）
で
も
調
査
し
た
。『
中

国
名
詩
選
』
と
重
複
す
る
「
冉
冉
孤
生
竹
」（
上
三
五
頁
）、「
行
行
重
行
行
」

（
上
七
九
頁
）
の
他
に
、
後
漢
末
の
徐
幹
「
室
思
一
首
」（
上
一
三
二
頁
）、
宋

の
王
微
「
思
婦
臨
高
臺
」（
上
三
七
八
頁
）、
同
じ
く
宋
の
鮑
令
暉
「
明
月
何
皎

皎
」（
中
七
四
頁
）、
齊
・
梁
代
の
沈
約
「
古
意
」（
中
一
五
二
頁
）、
梁
代
の
呉

均
「
栢
上
桑
」（
中
二
四
四
頁
）
と
「
攜
手
」（
中
二
四
八
頁
）、
梁
武
帝
「
擣

衣
」（
中
三
二
七
頁
）、
同
じ
く
梁
代
の
王
叔
英
妻
劉
氏
「
和
昭
君
怨
」（
下
一

一
七
頁
）、
同
じ
く
梁
代
の
王
�
「
行
路
難
一
首
」（
下
二
五
六
頁
）、
同
じ
く

梁
代
の
徐

婦
「
摘
同
心
支
子
贈
謝
嬢
因
附
此
詩
」（
下
三
五
九
頁
）、
同
じ
く

梁
代
劉
孝
威
「
詠
佳
麗
」（
下
四
二
九
頁
）
と
、
計
十
一
の
用
例
が
あ
っ
た
。

比
較
的
短
い
沈
約
の
「
古
意
」
を
引
用
す
る
。

シ
ツ

わ
き
は
さ

ソ
ウ
ダ
イ

も
と

挟
レ

瑟
叢
‐
臺
下

瑟
を
挟
む

叢
臺
の
下

シ

イ

ヨ
ウ
ク
ワ
ウ

を
し

徙
‐
倚
愛
二

容
‐
光
一

徙
倚
と
し
て

容
光
を
愛
む

チ
ヨ
リ
ツ

ひ
す
で

く

佇
‐
立
日
已
暮

佇
立

日
已
に
暮
る

セ
キ
セ
キ

ひ
と

は
ら
わ
た

く
る

戚
‐
戚
苦
二

人

腸
一

戚
戚

人
の
腸
を
苦
し
ま
し
む

ろ

き

す
で

つ

露
‐
葵
已
堪
レ

摘

露
葵

已
に
摘
む
に
た
へ
た
り

キ
ス
イ

い
ま

シ
ヤ
ウ

う
る
ほ

淇
‐
水
未
レ

霑
レ

裳

淇
水

未
だ
裳
を
霑
さ
ず

キ
ン
キ
ン

ド
ク
ダ
ン

錦
‐
衾
無
二

獨
暖
一

錦
衾

獨
暖
な
く

ラ

イ

む
な

お
の
づ
か
か
ん
ば

羅
‐
衣
空
自
香

羅
衣

空
し
く
自
ら
香
し

メ
イ
ゲ
ツ

そ
と

て

い
へ
ど

明
‐
月
雖
二

外
照
一

明
月

外
に
照
る
と
雖
も

な
ん

し

こ
こ
ろ

う
ち

い
た

寧
知
心
内
傷

寧
ぞ
知
ら
ん
や

心

内
に
傷
む
を
（
中
一
五
二

頁
）

こ
の
詩
の
第
四
句
、「
苦
二

人
腸
一

」
の
部
分
は
、
先
の
「
遊
仙
窟
」
風
に
訓
ず

れ
ば
「
ワ
カ
ハ
ラ
ワ
タ
ヲ
ク
ル
シ
マ
シ
ム
」
と
で
も
な
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
漢
詩
に
お
い
て
作
詩
者
自
身
を
「
人
」
と
表
現
す
る
用
法
に
つ

い
て
は
、
中
国
文
学
研
究
者
か
ら
は
早
く
指
摘
さ
れ
、
ほ
ぼ
常
識
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』（
岩
波
文
庫
二
〇
〇
五
、
た
だ
し

同
書
の
底
本
『
唐
詩
概
説
』（
中
国
詩
人
選
集
一
集
別
巻
、
岩
波
書
店
）
は
一

九
五
八
初
版
）
は
第
一
章
で
薛
道
衡
（
五
四
〇
―
六
〇
九
）
の
「
人
日
思
歸
」

を
引
い
て
、「
人
歸
落
雁
後
」
の
「
人
歸
」
に
つ
き
「
人
は
し
ば
し
ば
特
定
の

人
を
指
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
作
者
自
身
を
そ
れ
と
な
し
に
指
す
」（
二

四
頁
）
と
い
う
語
釈
を
付
し
て
「
北
へ
か
え
る
雁
（
が
ん
）
よ
り
私
は
あ
と
に

な
っ
た
」
と
訳
し
て
い
る
し
、
第
三
章
で
は
孟
浩
然
（
六
八
九
―
七
四
〇
）
の

「
宿
建
�
江
」
を
引
い
て
、
そ
の
結
句
「
江
�
月
近
人
」
の
「
人
」
に
「
こ
こ

で
は
作
者
自
身
を
指
す
」
と
い
う
語
釈
を
付
し
、「
大
川
の
水
は
す
み
き
っ
て

い
る
。
月
、
そ
れ
だ
け
が
私
の
身
ぢ
か
に
あ
る
」
と
訳
し
た
う
え
で
、

語
釈
に
書
い
た
よ
う
に
、
こ
の
詩
の
「
人
」
は
作
者
自
身
で
あ
る
。
王
維

の

し
ん
り
ん

ひ
と
し

深
林
人
不
知

深
林

人
知
ら
ず

め
い
げ
つ

き
た

あ
い
て
ら

明

月
來

相
照

明
月

来
っ
て
相
照
す

ち
く
り
か
ん

（
竹
里
館
）

の
人
が
他
人
で
あ
る
の
と
は
ち
が
う
。（
六
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
が
、
同
書
の
「
解
説
」
で
川
合
康
三
は
こ
こ
を
王
維
と
孟
浩
然
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の
間
に
「
本
質
的
な
個
性
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
、
著
者
は
明
晰
に
分
析
す
る

（
三
四
六
頁
）」
と
し
て
特
に
評
価
し
言
及
し
て
い
る
。

一
の
五
、
結
論

観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
人
字
に
対
す
る
和
訓
ワ
レ
は
、
現
行
の
漢
和
辞
典

に
よ
る
と
奇
異
な
和
訓
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
そ
の
典
拠
は
遊
仙

窟
に
お
け
る
詩
（
な
い
し
詩
的
発
言
）
の
一
用
法
の
訓
読
で
あ
る
と
思
わ
れ
、

か
つ
元
々
中
国
の
漢
詩
に
も
そ
の
よ
う
な
用
法
が
広
く
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
特
に
奇
異
な
用
法
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
用
法
を
採
り
上
げ
て
い

な
い
現
行
の
漢
和
辞
典
の
記
述
の
方
に
不
備
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

二
の
一
、
僧
字
和
訓
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ネ
ン
コ
ロ
と
僧
字
の
成
立
に
つ
い
て

次
に
同
じ
く
僧
字
の
和
訓
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ネ
ン
コ
ロ
、
お
よ
び
こ
の
漢
字
自
体

の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
同
様
に
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
該
部
分
を
翻

字
し
て
示
す
。

僧
〔
蘓
曾
（
東
）
反

カ
（
上
）
ハ
（
上
）
ラ
（
上
）
ク
（
平
濁
）
ネ
ム
コ

ロ
＼
サ
ト
ル

和
音
ソ
（
平
）
ウ
（
平
）〕（
佛
上
の
四
ウ
一
、
注
三
）

こ
の
う
ち
カ
ハ
ラ
ク
と
い
う
和
訓
は
（
注
三
）
で
示
す
よ
う
に
他
本
か
ら
正

し
く
は
ヤ
ハ
ラ
ク
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ク
に
濁
声
点
が
付
し
て
あ
る
の
で

ヤ
ハ
ラ
グ
で
あ
り
、「
和
ら
ぐ
」
と
い
う
意
味
の
語
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

ネ
ン
コ
ロ
は
「
懇
ろ
」
の
意
味
の
語
で
あ
ろ
う
。
サ
ト
ル
は
「
悟
る
」
で
あ
り
、

僧
は
宗
教
上
の
悟
り
を
得
た
（
得
よ
う
と
し
て
い
る
）
人
で
あ
ろ
う
か
ら
、
僧

に
サ
ト
ル
と
い
う
和
訓
が
あ
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
は
な
い
と
言
え
よ

う
。
や
や
奇
異
に
感
じ
る
の
は
残
る
ヤ
ハ
ラ
グ
と
ネ
ン
コ
ロ
で
あ
り
、「
は
じ

め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
受
講
学
生
に
レ
ポ
ー
ト
課
題
と
し
て
採
り
上
げ
た
者

が
い
た
。
短
期
間
の
た
め
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
で
は
明
確
な
結
論
に
到
達
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
は
こ
の
点
に
つ
き
改
め
て
私
が
調
査
・
考
察

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ネ
ン
コ
ロ
と
い
う
和
訓
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
そ
の
理
由
が
説
明
で
き
た
も
の
の
、
さ
ら
に
僧
と
い
う
漢
字
成
立
の
経
緯
に

も
疑
問
が
及
ん
だ
。
十
分
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
従
来
僧
字

は
梵
語
の
音
訳
「
僧
伽
」
か
ら
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
音
訳
以
前
に
既

に
形
声
字
と
し
て
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
た
。

二
の
二
、
僧
字
に
対
す
る
現
行
漢
和
辞
典
の
記
述

こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
同
様
に
『
大
漢
和
辞
典
』
の
記
述
を
示
す
。
旧
字
体
↓

新
字
体
の
処
置
は
同
様
で
あ
る
が
、
後
に
検
討
す
る
た
め
、
意
味
の
説
明
だ
け

で
な
く
漢
字
音
と
出
典
引
用
文
も
示
す
。

僧

1117

一
ソ
‐
ウ

〔
集
韻
〕
思
登
切

蒸
（
平
）

（
注
音
符
号
略
）

se^ng
1

二
ソ
‐
ウ

〔
集
韻
〕
慈
陵
切

蒸
（
平
）

一
○一
梵
語
の
僧
伽
（Sam �gha

）
の
略
。
和
・
衆
等
の
意
。
仏
道
に
入
つ

て
道
を
修
め
る
も
の
の
称
。
本
来
は
三
人
乃
至
四
人
以
上
の
比
丘
を
い

ふ
。
後
、
一
人
に
も
い
ふ
。〔
説
文
新
附
〕
僧
、
浮
屠
道
人
也
、
从
レ

人

曾
声
。〔
広
韻
〕
僧
、
沙
門
也
、
梵
音
云
二

僧
伽
一

。〔
正
字
通
〕
僧
、
従
二

浮
屠
教
一

者
、
或
称
二

上
人
一

、
梵
語
僧
伽
邪
三
合
音
、
今
俗
取
二

一
字
一

、

名
曰
レ

僧
。〔
僧
史
略
、
下
〕
若
単
曰
レ

僧
、
則
四
人
已
上
、
方
得
レ

称
レ

之
、

今
謂
二

分
称
一

為
レ

僧
、
理
亦
無
レ

爽
。
○二
姓
。〔
尚
友
録
〕
僧
、
太
原
、
角
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音
。
二
心
や
す
か
ら
ざ
る
さ
ま
。
僧

。〔
集
韻
〕
僧
、
僧

、
不
レ

寧

也
。

一
○一
の
説
明
の
う
ち
、「
和
・
衆
等
の
意
」
が
僧
と
い
う
漢
字
自
体
の
意
味

で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
ヤ
ハ
ラ
グ
と
い
う
和
訓
に
結
び
付
く
の
で
あ
る
が
、
ど
う

も
こ
れ
は
僧
と
い
う
漢
字
本
来
の
意
味
で
は
な
く
、
梵
語Sam �gha

の
持
つ
意

味
で
あ
り
、
そ
れ
が
音
訳
漢
字
熟
語
「
僧
伽
」
の
意
味
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の

省
略
単
字
形
で
あ
る
僧
の
意
味
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
そ
れ
は
『
大

漢
和
』
の
記
述
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
い
が
、『
大
漢
和
』
の
新
装
版
と
も
見

做
せ
る
諸
橋
轍
次
・
鎌
田
正
・
米
山
寅
太
郎
著
『
広
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書

店
一
九
八
一
〜
一
九
八
二
）
の
次
の
意
味
の
記
述
か
ら
推
定
で
き
る
。

一
①
仏
門
に
入
っ
た
人
。
出
家
。
法
師
。
梵
語
の
僧
伽
ソ
ウ
カ

の
略
。
↓
僧

伽
。（
典
拠
引
用
文
略
）
②
姓
。
二
僧
ソ
ウ
リ
ヨ
ウ

は
、
心
が
や
す
ら
か
で

な
い
さ
ま
。（
以
下
略
）

こ
ち
ら
で
は
単
に
「
仏
門
に
入
っ
た
人
。
出
家
。
法
師
」
の
意
味
で
「
和
・
衆

等
の
意
」
は
な
い
。
参
照
項
目
で
あ
る
「
僧
伽
」
の
方
に
、

僧
伽
ソ
ウ
カ
・
ソ
ウ
ギ
ヤ

仏
梵
語sam� gha

の
音
訳
。
和
合
衆
と
訳
す
。
も
と

衆
と
和
合
し
て
仏
道
を
修
め
る
団
体
を
い
う
。
の
ち
、
仏
教
に
帰
依
し
て

自
ら
修
行
し
、
こ
れ
を
伝
え
広
め
る
者
（
僧
）
の
団
体
を
称
し
、
転
じ
て
、

ト
ハ

そ
の
各
個
人
を
い
う
。
僧
は
僧
伽
の
略
称
。〔
大
乗
義
章
、
十
〕
僧
者
外

ノ

ヅ
ケ
テ

フ

国
正
音
、
名
曰
二

僧
伽
ト

一

。

と
あ
り
、「
和
合
衆
」
と
い
う
の
は
漢
字
僧
の
元
々
の
意
味
で
は
な
く
梵
語

sam� gha

の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明
瞭
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
僧
字
の
意
味
記
述
の
直
後
の
「
解
字
」
部
分
に
は
、

形
声
。
人
＋
曾
声
。
梵
語sam� gha

の
音
訳
「
僧
伽
」
の
略
。
仏
門
に
入
っ

た
人
の
意
か
ら
、
人
を
付
加
し
た
。

と
あ
る
。

結
局
、
①
梵
語sam� gha

の
有
す
る
「
和
合
衆
」
の
意
味
が
↓
②sam� gha

の
音
訳
漢
字
「
僧
伽
」
の
意
味
と
さ
れ
↓
③
「
僧
伽
」
が
単
に
「
僧
」
と
略
さ

れ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
僧
と
い
う
単
字
に
も
「
和
合
衆
」
の
意
味
が
あ

る
と
さ
れ
↓
④
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
で
僧
字
に
「
和
合
衆
」
と
い
う
意
味
に

関
係
の
あ
る
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ネ
ン
コ
ロ
と
い
う
和
訓
が
付
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
だ
ろ
う
。

二
の
三
、
新
撰
字
鏡
に
お
け
る
僧
の
記
事
（
付
、
尼
の
記
事
）
か
ら

類
聚
名
義
抄
に
直
接
参
照
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
仏
家
の
作
成

し
た
前
代
の
漢
字
辞
書
で
あ
る
「
新
撰
字
鏡
」（
一
〇
世
紀
初
頃
昌
住
撰
）
の

僧
字
の
記
事
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

僧
〔
索
曽
反
平
＼
之
尼
也
合
衆
〕（
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研

究
室
編
『
天
治
本
新
撰
字
鏡
（
増
訂
版
）』
巻
一
の
二
九
ウ
の
七
）

「
之
尼
也
」
と
あ
る
の
で
、
同
様
に
尼
字
の
記
事
も
示
す
。

尼

〔
二
同
女
乙
脂
二
反
平
和
＼
也
定
也
近
也
安
也
愛
也
〕（
巻
三
の
一

六
ウ
の
三
〜
四
）

「
合
衆
」
に
つ
い
て
は
新
撰
字
鏡
に
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、『
大
漢
和
辞

典
』
か
ら
記
事
を
引
用
す
る
。

【
合
衆
】（３２８７

｜

）１８０

ガ
‐
ツ
シ
‐
ユ
‐
ウ

衆
人
を
寄
せ
集
め
る
。
衆
人
を
結
合

す
る
。
衆
人
を
和
合
さ
せ
る
。〔
周
礼
、
春
官
、
大
宗
伯
〕
大
封
之
礼
、

合
レ

衆
也
。〔
左
氏
、
僖
、
十
五
〕
寡
人
不
侫
、
能
合
二

其
衆
一

、
而
不
レ

能
レ

離
也
。〔
管
子
、
権
修
〕
市
不
レ

成
レ

肆
、
家
用
足
也
、
朝
不
レ

合
レ

衆
、
郷

分
レ

治
也
。〔
班
固
、
西
都
賦
〕
連
レ

交
合
レ

衆
、
騁
二

驚
乎
其
中
一

。〔
呉
志
、
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呉

伝
〕
合
レ

衆
�
レ

據
。

ま
た
尼
字
に
つ
い
て
も
『
大
漢
和
辞
典
』
か
ら
意
味
の
説
明
の
み
適
宜
引
用

す
る
。一

○一
ち
か
づ
く
。
ち
か
い
。
○二
や
す
ん
ず
る
。
○三
い
こ
ふ
。
○四
や
は
ら

ぐ
。
○五
た
だ
す
。
○六
さ
だ
め
る
。
○七
あ
ま
。
女
僧
。
比
丘
尼
。
○八
虫
の
名
。

○九
山
名
。
尼
山
�
の
○一
、
尼
山
�
の
略
。
○十
姓
。
二
○一
ち
か
づ
く
。
通

じ
て
昵
（４｜１３８６６

）
に
作
る
。
○二
と
ど
め
る
。
三
さ
だ
め
る
。
四
夷
（３

｜５８５２

）
に
同
じ
。

尼
字
に
つ
い
て
は
僧
字
と
異
な
り
、
一
○一
〜
○六
、
○八
〜
○十
の
よ
う
に
仏
典

音
訳
に
使
用
さ
れ
て
生
ま
れ
た
「
女
僧
」
以
外
の
意
味
を
元
々
多
く
有
し
て
お

り
、
新
撰
字
鏡
の
「
和
也
定
也
近
也
安
也
愛
也
」
に
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
と
い

え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
新
撰
字
鏡
に
お
い
て
は
、
僧
字
の
意
味
が
「
之
尼
也

合

衆
」
と
説
明
さ
れ
、
そ
の
尼
字
に
は
「
和
也

定
也

近
也

安
也

愛
也
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
僧
字
に
な
ぜ
「
和
」
に
該
当
す
る
ヤ
ハ
ラ
グ
・

ネ
ン
コ
ロ
と
い
う
和
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
か
は
説
明
で
き
る
。

ま
た
、「
合
衆
」
と
い
う
熟
語
の
意
味
か
ら
は
、
僧
字
が
「
人
を
集
め
る
」

と
い
っ
た
意
味
を
持
つ
こ
と
も
わ
か
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
新
撰
字
鏡
の
記
事
は
一
体
何
を
根
拠
に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
直
接
こ
の
僧
字
の
部
分
の
原
拠
と
な
っ

た
資
料
は
確
定
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
何
ら
か
の
仏
教
経
典
に
関

係
す
る
資
料
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

二
の
四
、
僧
字
の
妙
法
蓮
華
経
（
法
華
経
）
に
お
け
る
使
用
例

『
大
漢
和
辞
典
』
の
出
典
か
ら
見
て
、
僧
字
に
はsam

gha

の
音
訳
に
始
ま

る
後
発
漢
字
と
し
て
の
使
用
例
な
い
し
説
明
し
か
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
音
訳
漢
字
と
し
て
の
僧
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
代
表
的
な
仏
教
経
典
の
一
つ
で
あ
る
「
妙
法
蓮
華

経
（
法
華
経
）」
に
お
け
る
僧
字
の
使
用
例
を
調
査
し
て
み
た
。

調
査
対
象
と
し
て
『
法
華
経
（
上
中
下
）』（
坂
本
幸
男
・
岩
本
裕
訳
注
、
岩

波
文
庫
一
九
六
二
〜
一
九
六
七
）
の
漢
訳
原
文
を
使
用
し
た
。
そ
の
結
果
は
次

の
よ
う
に
な
っ
た
。

①
僧
（「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
の
意
味
）…
二
七
例
（
僧
九
例
、
比

丘
僧
二
例
、
衆
僧
五
例
、
僧
坊
一
一
例
）

②
阿
僧
�
（「
数
え
き
れ
な
い
無
量
の
数
」
と
い
う
意
味
）…
三
九
例

③
陀
羅
尼
中
の
使
用
…
七
例
（
部
分
的
な
漢
字
連
続
と
し
て
は
僧
伽
六

例
、
阿
僧
�
一
例
）

①
の
「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
以
外
で
は
②
「
阿
僧
�
（
数
え
き
れ
な

い
無
量
の
数
）」
と
い
う
熟
語
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
③
陀
羅
尼
中
で
も

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
部
分
的
に
は
「
僧
伽
」
ま
た
は
「
阿
僧
�
」
と
い
う
形

で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
①
、
②
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
法
華

経
と
い
う
経
典
で
僧
字
は
「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
を
表
わ
す
場
合
と
、

「
阿
僧
�
」
と
い
う
熟
語
の
二
種
で
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

①
は
僧
字
が
ま
さ
に
そ
の
字
義
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
、
妙
法
蓮

華
経
翻
訳
当
時
、
こ
の
漢
字
が
①
の
字
義
を
備
え
た
漢
字
と
し
て
既
に
存
在
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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②
の
「
阿
僧
�
」
に
つ
い
て
は
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語asam

khya

、asam� khyeya

の
音
写
。
原
語
は
、

数
え
き
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
般
に
無
量
の
数
を
い
う
。〈
無

数
む
し
ゆ

〉〈
無
央
数
む
お
う
し
ゆ

〉
と
漢
訳
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
で
は
無
数
無
限
と

は
考
え
ず
、
巨
大
な
数
の
単
位
と
す
る
が
、
一
定
し
な
い
。『
�
舎

論
く
し
や
ろ
ん

』
１２
で
は
５２
位
に
置
き
、
中
国
の
命
数
法
で
は
、
仏
典
を
受
け

入
れ
、
１０
の
５６
乗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、〈
阿
僧
�

劫
こ
う

〉
の
略
で
、
無
数
の
時
間
の
単
位
。「
何
ぞ
朝
の
霧
の
如
く
な
る
身

を
も
て
阿
僧
�
劫
の
業
を
造
ら
む
」〔
今
昔６｜６

〕。
↓
劫
。（『
岩
波
仏
教

辞
典
』
中
村
元
他
編
、
岩
波
書
店
一
九
八
九
年
刊
）

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
無
量
の
数
」
な
い
し
「
無
数
の
時
間
の
単
位
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
あ
て
ら
れ
た
僧
以
外
の
漢
字
、
阿
と
�
に
は
次
の
よ

う
な
意
味
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
『
大
漢
和
辞
典
』
よ
り
意
味
の
説
明
の
み
適
宜

抜
き
出
し
て
示
す
。

阿
…
一
○一
を
か
。
大
き
い
丘
。
○二
く
ま
。
ま
が
つ
た
と
こ
ろ
。
○三
さ
か
。

○四
ふ
も
と
。
○五
き
し
。
○六
か
た
よ
る
。
一
辺
が
高
い
。
又
、
其
の
を
か
。

○七
な
な
め
。
○八
ま
が
る
。
○九
お
も
ね
る
。
ま
げ
て
し
た
が
ふ
。
○十
や
し
き
。

○��
む
ね
。
○��
ひ
さ
し
。
の
き
。
○��
よ
る
。
倚
に
通
ず
。
○��
ち
か
い
。
○��
う

す
ぎ
ぬ
。
羅
に
通
ず
。
○��
う
ば
。

に
通
ず
。
○��
え
だ
の
長
く
美
し
い
さ

ま
。
○� 
ゆ
る
く
応
ず
る
こ
ゑ
。
○�!
こ
の
。
あ
の
。
○�"
十
姓
。
二
や
は
ら

か
な
さ
ま
。
猗
に
同
じ
。
三
仏
弟
子
の
名
。
阿
難
の
○一
を
見
よ
。
四
五

人
を
親
し
み
呼
ぶ
と
き
に
、
其
の
姓
・
氏
・
名
・
字
・
次
第
な
ど
に
冠
し

て
用
ひ
る
語
。

�
…
一
○一
く
に
つ
か
み
。
土
地
の
神
。
○二
お
ほ
き
い
。
○三
や
す
ら
か
。

○四
示
に
同
じ
。
二
助
辞
。

・
�
に
同
じ
。
○イ
ま
さ
に
。
○ロ
た
だ
。
三

○一
や
む
。
や
ま
ひ
。
○二
や
す
ら
か
。

阿
に
「
一
○一
を
か
。
大
き
い
丘
」、
�
に
「（
一
）
○二
お
ほ
き
い
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
の
に
気
づ
く
。「
無
量
の
数
・
時
間
」
と
い
う
意
味
の
梵
語
の
音

訳
漢
字
と
し
て
「
大
」
の
意
味
合
い
を
有
す
る
よ
う
な
漢
字
を
使
用
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

佐
藤
喜
代
治
「
日
本
の
漢
字
と
中
国
の
漢
字
」（
佐
藤
編
『
漢
字
講
座＝

１

漢
字
と
は
』
昭
和
六
三
〔
一
九
八
八
〕
年
明
治
書
院
刊
所
収
）
に
は
近
世
の

欧
米
諸
国
語
の
音
訳
の
例
と
し
て
「
た
と
え
ばindex

を
音
訳
し
て
『
引
得
』

と
い
う
語
が
造
ら
れ
た
。（
中
略
）
漢
字
に
よ
る
音
訳
の
場
合
、『
引
得
』
の
よ

う
に
表
音
の
機
能
を
も
つ
と
同
時
に
、
よ
く
表
意
文
字
の
特
色
を
生
か
す
場
合

も
あ
る
」（
同
書
一
九
一
頁
）
と
の
事
例
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
事

例
と
同
様
に
、「
阿
僧
�
」
と
い
う
音
訳
漢
語
に
僧
と
い
う
漢
字
が
用
い
ら
れ

た
の
に
も
、
法
華
経
漢
訳
当
時
僧
字
が
有
し
て
い
た
発
音
だ
け
で
な
く
、
そ
の

意
味
も
関
係
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
は
、「
無
量
の

数
・
時
間
」
と
い
う
「
阿
僧
�
」
の
有
す
る
意
味
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
阿
・
�
に
準
じ
て
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

僧
字
の
声
符
で
あ
る
「
曾
」
字
に
は
「
重
な
る
」「
重
ね
る
」
と
い
っ
た
意

味
が
あ
る
。
こ
こ
で
『
大
漢
和
辞
典
』
よ
り
曾
字
の
意
味
の
説
明
を
適
宜
抜
き

出
し
て
示
す
が
、
○五
の
意
味
で
あ
り
、「
層
に
通
ず
」
と
も
あ
る
。

曾
…
○一
す
な
は
ち
。
語
調
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
詞
。
○二
か
つ
て
。
ま
へ

に
。
嘗
に
通
ず
。
○三
な
ん
ぞ
。
○四
こ
れ
。
○五
か
さ
な
る
。
か
さ
ね
る
。
層

に
通
ず
。
○六
ふ
か
い
。
○七
あ
が
る
。
○八
高
い
。

・

に
通
ず
。
○九
す
ゑ
。

○十
ま
す
。
#
に
通
ず
。
○��
姓
。

僧
字
に
も
こ
の
よ
う
な
「
層
に
通
ず
」
る
意
味
が
想
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

「
大
き
な
丘
」「
重
な
（
ね
）
る
」「
大
き
い
」
と
な
っ
て
、「
無
量
の
数
、
時
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間
」
と
い
う
「
阿
僧
�
」
の
意
味
に
ぴ
っ
た
り
く
る
。
前
節
で
見
た
新
撰
字
鏡

の
僧
字
の
「
合
衆
」
と
い
う
説
明
は
こ
の
「
阿
僧
�
」
と
い
う
音
訳
語
を
意
味

的
な
訳
語
と
し
て
も
解
釈
し
よ
う
と
し
た
何
ら
か
の
資
料
に
端
を
発
す
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
新
撰
字
鏡
の
僧
字
の
説
明
「
之
尼
也
」
と
の
関
わ
り
か
ら
一
言
す
れ

ば
、
法
華
経
の
「
比
丘
僧
」
が
「
比
丘
尼
」
と
い
う
音
訳
語
と
対
応
す
る
形
態

と
な
つ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
で
あ
る
。「
比
丘
尼
」
自
体
は

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語bhiks$ un$ % &

に
相
当
す
る
音
写
語
で
、
原
義
は
〈
乞

食
こ
つ
じ
き

す
る
女
〉
の
意
。〈
比
丘
び
く

〉
す
な
わ
ち
男
子
の
出
家
修
行
者
に

対
し
、
女
性
の
出
家
修
行
者
を
い
う
。（
以
下
略
、
前
掲
中
村
完
他
編
『
岩

波
仏
教
辞
典
』）

で
あ
っ
て
尼
字
は
「n$ % &

」
部
分
の
音
訳
漢
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
尼
字
自
体
意
味
と
し
て
「
和
」「
安
」「
愛
」
な
ど
を
有
し
て
い
た

の
で
あ
る
。「
比
丘
僧
」
の
方
の
僧
字
は
意
味
的
な
結
合
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

僧
字
に
「（
人
の
）
集
ま
り
」「（
人
の
）
集
合
」
と
い
っ
た
広
い
意
味
が
別
に

あ
っ
た
な
ら
ば
、
全
体
と
し
て
「
比
丘
」
の
「
集
ま
り
」
と
解
さ
れ
、「
比
丘

＝

僧
」
＋
「
僧＝

比
丘
」
と
い
う
意
味
的
な
重
複
感
は
緩
和
さ
れ
る
。

以
上
、
新
撰
字
鏡
に
お
い
て
は
、
僧
字
に
尼
字
と
同
様
の
、
ま
た
「
合
衆
」

と
い
う
熟
語
と
同
様
の
意
味
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
意
味
は
「
比
丘

僧
」「
阿
僧
�
」
と
い
う
妙
法
蓮
華
経
で
使
用
さ
れ
て
い
る
訳
語
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
撰
字
鏡
の
記
事
は
法
華
経
等
の
仏
教
経
典
に
お
け

る
僧
字
を
解
釈
し
た
何
ら
か
の
資
料
に
拠
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
ま
で
を
も
考

え
て
み
た
。

二
の
五
、
僧
字
は
音
訳
用
に
新
た
に
作
成
さ
れ
た
漢
字
か

以
上
、
僧
字
の
和
訓
ヤ
ハ
ラ
グ
・
ネ
ン
コ
ロ
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
漢
和
辞

典
の
記
述
お
よ
び
新
撰
字
鏡
の
記
事
か
ら
そ
の
理
由
が
ほ
ぼ
説
明
で
き
る
。
し

か
し
次
の
よ
う
な
疑
問
が
残
る
。
梵
語sam� gha

の
音
訳
漢
語
と
し
て
「
僧

伽
」
が
あ
て
ら
れ
た
と
き
、
初
め
て
僧
と
い
う
漢
字
が
「
あ
て
字
」
と
し
て
「
作

ら
れ
た
」
の
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
妙
法
蓮
華
経
翻
訳
当
時
は
既
に
僧
字
は

「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
も
使
用
さ
れ

て
お
り
、
音
訳
用
の
漢
字
と
し
て
新
た
に
作
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま

た
仮
にsam� gha

に
「
僧
伽
」
と
い
う
漢
字
を
あ
て
た
の
が
も
っ
と
古
い
、
い

ま
だ
僧
字
の
存
在
し
な
い
時
代
の
所
為
で
あ
っ
た
と
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
新
し
く

僧
と
い
う
漢
字
を
作
成
し
な
く
と
も
、
音
訳
の
た
め
だ
け
な
ら
、
他
に
同
音
の

漢
字
は
い
く
つ
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
古
く
か
ら
存
在
が
認

め
ら
れ
る
声
符
の
曾
と
い
う
字
だ
け
で
十
分
の
は
ず
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
僧
と

い
う
漢
字
を
（
作
成
し
て
？
）
あ
て
た
の
に
は
、
曾
字
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

僧
字
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
可
能
性
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
翻
訳
時
点
で
既
に
僧
と
い
う

漢
字
が
存
在
し
、
そ
の
漢
字
音
がsam�

の
音
訳
漢
字
と
し
て
相
応
し
い
た
め

に
採
用
さ
れ
た
、
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
ち
な
み
に
伽
と
い
う
漢
字
の
方
に
は

「
な
す
び
」
と
い
う
意
味
（
茄
に
同
じ
）
で
使
用
さ
れ
た
前
漢
時
代
の
使
用
例

（
注
四
）
が
あ
る
。
二
つ
め
は
、
翻
訳
時
点
で
は
ま
だ
僧
と
い
う
漢
字
は
存
在

せ
ず
、
曾
字
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、sam� gha

と
い
う
「
人
間
集
団
」

を
表
わ
す
の
に
意
味
的
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
漢
字
と
し
て
、
新
た
に
曾
字
に

篇
を
付
し
た
僧
と
い
う
漢
字
を
作
成
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
通
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説
と
同
じ
で
は
あ
る
が
、
単
な
る
音
訳
に
過
ぎ
な
い
「
仮
借
」
で
は
な
く
、
意

味
に
関
係
す
る
「
形
声
」
と
い
う
方
法
が
介
在
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
僧
字
は
単
に
音
訳
用
に
新
し
く
作
ら
れ
た
と

い
う
説
明
に
は
納
得
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

二
の
六
、
中
国
初
期
仏
教
史
に
お
け
る
僧
字
の
使
用

前
々
節
に
お
い
て
、
妙
法
蓮
華
経
の
音
訳
に
使
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
既
に
僧

字
は
存
在
し
、「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
と
い
う
意
味
以
外
に
も
、「（
人

を
）
集
め
る
」「
重
ね
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
有
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
し

た
。
そ
こ
で
改
め
て
法
華
経
翻
訳
当
時
の
中
国
に
戻
り
、
中
国
初
期
仏
教
史
に

お
け
る
僧
字
の
使
用
を
調
査
し
て
み
た
。

先
に
調
査
し
た
法
華
経
は
姚
秦
の
鳩
摩
羅
什
が
西
暦
四
〇
六
年
に
翻
訳
し
た

「
妙
法
蓮
華
経
（
七
巻
）」
で
あ
る
が
、
法
華
経
に
は
そ
れ
よ
り
一
二
〇
年
前
の

西
暦
二
八
六
年
に
西
晋
の
竺
法
護
が
翻
訳
し
た
と
さ
れ
る
「
正
法
華
経
（
十

巻
）」
も
存
在
す
る
。『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
九
巻
（
一
九
二
四
初
刊
、
一
九

六
〇
再
刊
）
所
収
の
「
正
法
華
経
」（
№２６３

）
本
文
を
対
象
に
僧
字
の
用
例
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
妙
法
蓮
華
経
と
は
大
き
く
異
な
り
、
次
の
二
例
の
み
で

あ
っ
た
。

①
巻
第
五
授
五
百
弟
子
決
品
第
八
「
開
化
無
量
阿
僧
�
人
」（
九
五
頁
下

段
一
三
行
目
）

②
巻
第
八
御
福
事
品
第
十
六
「
用
供
養
衆
僧
」（
一
一
七
頁
中
段
二
三
行

目
）

さ
ら
に
こ
の
両
用
例
も
確
実
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
①
の
「
阿
僧
�
」
に

つ
い
て
、
正
法
華
経
は
、「
無
量
の
数
・
時
」
の
訳
語
と
し
て
他
の
部
分
で
は

「
無
央
数
（
劫
）」「
無
量
不
可
思
議
」
等
を
使
用
し
て
お
り
、「
阿
僧
�
」
を
使

用
し
て
い
る
の
は
こ
の
一
か
所
の
み
で
あ
る
。
②
の
「
衆
僧
」
に
つ
い
て
も
、

他
の
部
分
で
は
「
比
丘
（
衆
）」「
法
師
」「
衆
會
」
等
を
使
用
し
て
お
り
、「
衆

僧
」
は
こ
の
一
か
所
の
み
で
あ
る
。
現
存
正
法
華
経
本
文
が
竺
法
護
翻
訳
時
の

原
文
を
全
体
と
し
て
は
保
存
し
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
一
例
ず
つ
の
「
阿
僧

�
」「
衆
僧
」
の
存
在
は
後
代
の
竄
入
と
も
疑
わ
れ
（
注
五
）、
む
し
ろ
竺
法
護

訳
正
法
華
経
で
は
僧
字
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。正

法
華
経
に
僧
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
と
、

西
暦
二
八
六
年
頃
に
は
ま
だ
僧
字
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
法

華
経
を
調
査
し
た
の
と
同
様
に
、
三
世
紀
以
前
に
中
国
で
翻
訳
さ
れ
た
漢
訳
仏

典
に
お
い
て
僧
字
の
使
用
が
あ
る
か
否
か
を
大
規
模
に
調
査
す
れ
ば
そ
の
結
論

は
得
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
正
法
華
経
の
場
合
に
も
そ
の
疑
い

が
あ
っ
た
よ
う
に
、
中
国
初
期
仏
教
史
上
の
漢
訳
仏
典
に
つ
い
て
は
、
現
存
す

る
経
典
は
多
い
も
の
の
、
そ
れ
が
翻
訳
当
時
の
原
文
を
留
め
た
も
の
で
あ
る
か

疑
わ
し
い
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、
後
漢
の
支
婁
迦
讖
が
訳
し
た
と
さ
れ
る

「
般
舟
三
昧
経
（
三
巻
）」（『
大
正
新
修
大
蔵
経
第
十
三
巻
』
一
九
二
四
初
刊
、

一
九
六
三
再
刊
所
収
、
№４１８

）
は
「
今
日
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
三
巻
本
は
お

そ
ら
く
竺
法
護
訳
で
あ
り
」（
任
継
愈
主
編
、
丘
山
新
他
訳
『
定
本
中
国
仏
教

史
Ⅰ
』
第
四
章
第
二
節
、
四
四
三
頁
）
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
私
に
調
査
し
て

も
「
比
丘
僧
」
一
六
例
、「
阿
僧
�
」
三
例
、「
摩
訶
僧
那
僧
涅
極
曠
大
道
」
一

例
と
い
っ
た
用
例
が
見
え
、「
竺
法
護
訳
」
と
い
う
推
定
も
疑
わ
し
く
思
わ
れ

る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
現
存
す
る
初
期
漢
訳
仏
典
の
本
文
が
翻
訳
当
時
の
原
文

の
ま
ま
で
あ
る
か
ど
う
か
が
確
定
で
き
な
い
現
在
で
は
、
調
査
結
果
か
ら
す
ぐ

に
僧
字
の
成
立
時
期
が
確
定
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

観智院本類聚名義抄の人字和訓ワレと僧字和訓ヤハラグ・ネンコロおよび僧字の成立について

（ 55 ）



た
だ
し
、（
注
五
）
に
も
示
し
た
が
、
梁
の
慧
皎
著
『
高
僧
伝
』（
吉
川
忠

夫
・
船
山
徹
訳
（
一
）、
岩
波
文
庫
二
〇
〇
九
）
に
拠
る
と
、
魏
の
洛
陽
の
曇

柯
迦
羅
は
「
僧
�
戒
心
」
と
い
う
僧
の
戒
律
書
を
訳
出
し
た
（
同
書
六
〇
頁
）

と
あ
り
、
ま
た
同
時
期
に
「
当
時
ま
た
外
国
の
沙
門
の
康
僧
鎧
な
る
者
が
い

た
。
や
は
り
嘉
平
（
二
四
九
―
二
五
四
）
の
末
に
洛
陽
に
や
っ
て
来
て
、『
郁

伽
長
者
経
』
な
ど
の
四
部
の
経
典
を
訳
出
し
た
」（
同
書
六
一
頁
）
と
も
あ

る
。
さ
ら
に
「
魏
の
呉
の
建
業
の
建
初
寺
の
康
僧
会
」
と
い
う
高
僧
も
い
て
、

呉
の
孫
権
に
仏
教
を
承
認
さ
せ
た
挿
話
（
同
書
六
七
〜
七
〇
頁
）
も
あ
る
。
外

国
人
の
通
称
と
は
い
え
、
固
有
名
に
も
僧
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

後
代
（
南
朝
梁
、
五
〇
二
〜
五
五
七
）
の
資
料
の
用
字
・
呼
称
に
拠
る
も
の
で

は
あ
る
が
、
三
国
魏
・
呉
の
時
代
（
二
二
〇
〜
二
六
五
）
に
は
僧
字
が
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

結
局
、
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
鳩
摩
羅
什
が
妙
法
蓮
華
経
を
漢

訳
し
た
五
世
紀
初
め
頃
に
は
僧
字
が
既
に
「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
の
意

味
で
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
僧
字
の
成
立
は
、
中
国
で
仏
教
経
典
が
漢

訳
さ
れ
始
め
た
後
漢
末
期
以
降
で
、
正
法
華
経
翻
訳
時
（
二
八
六
年
）
以
降
の

可
能
性
も
含
め
、
三
国
時
代
か
ら
西
晋
に
か
け
て
、
お
よ
そ
二
〜
四
世
紀
頃
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
成
立
は
、
単
な
る
音
訳
用
で
は
な

く
、「
僧＝

出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
と
い
う
存
在
を
表
わ
す
漢
字
と
し
て
、

こ
れ
を
必
要
と
し
た
仏
教
者
集
団
内
で
形
声
字
と
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
考
え
る
。

二
の
七
、
結
論

現
時
点
で
私
の
調
査
・
考
察
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
僧
字
は
、
五
世
紀
初

め
、
妙
法
蓮
華
経
漢
訳
当
時
既
に
存
在
し
、「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
と
い

う
意
味
と
と
も
に
、
広
く
「（
人
を
）
集
め
る
」「
重
な
（
ね
）
る
」
と
い
っ
た

意
味
を
も
有
し
て
い
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
僧
字
が
成
立

し
た
時
期
は
、
後
漢
末
か
ら
三
国
時
代
・
西
晋
に
か
け
て
の
、
二
〜
四
世
紀
頃

で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

従
来
、
僧
字
は
梵
語sam� gha

の
音
訳
漢
語
「
僧
伽
」
を
元
と
し
、「
出
家

し
た
人
（
の
集
団
）」
と
い
う
意
味
は
そ
こ
か
ら
発
生
し
た
と
説
明
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
僧
字
を
「
形
声
」
に
よ
る
も
の
と
説
明
す
る
漢
和
辞
書
も
あ

る
が
、
僧
字
の
形
声
に
よ
る
成
立
の
方
が
先
で
、
音
訳
の
方
が
後
で
あ
る
と
明

言
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
音
訳
の
た
め
だ
け
に
新
た
に
漢
字
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
作
成
に
は
必
ず
「
出
家
し
た
人
（
の
集
団
）」
と

い
う
意
味
を
表
わ
す
た
め
に
新
た
な
漢
字
を
必
要
と
す
る
要
求
が
存
在
し
た
に

違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
形
声
」
と
い
う
方
法
に
よ
る
文

字
作
成
で
あ
り
、
意
味
を
捨
象
し
た
単
純
な
音
訳
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
「
仮

借
」
と
い
う
方
法
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
い
の
で
あ
る
。

注

注
一

観
智
院
本
と
同
じ
増
補
本
系
統
の
鎮
国
守
国
神
社
本
、
高
山
寺
本
で
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
該
部
分
の
み
同
様
の
方
法
で
翻
字
し
て
示
す
。

鎮
国
守
国
神
社
本
（
上
一
の
一
オ
の
一
）

人

〔
音
仁
（
平
濁
）

ヒ
（
上
）
ト
（
平
）

ワ
（
一
部
虫
損
に
よ
り
推
定
）

レ
（
上
）

サ
ネ

マ
ホ
ル
（
以
下
略
）〕

高
山
寺
本
（
上
の
三
オ
の
三
）
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ニ
・

人

〔
音
仁
（
平
濁
）

ヒ
（
上
）
ト
（
平
）
＼
ワ
（
平
）
レ
（
上
）
マ
ホ
ル

＼
ユ
ク

サ
（
平
）
ネ
（
平
）〕

鎮
国
守
国
神
社
本
は
『
鎭
国
守
国
神
社
蔵
本
三
寳
類
聚
名
義
抄
』（
尾
崎
知
光
解

説
、
勉
誠
社
一
九
八
六
）、
高
山
寺
本
は
『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
二

巻
和
名
類
聚
抄
三
寶
類
字
集
』
（
渡
邊
實
解
題
、
八
木
書
店
一
九
七
一
）
に
拠
っ
た
。

な
お
、
ワ
レ
と
同
様
マ
ホ
ル
（
見
守
る
の
意
か
）、
ユ
ク
（
行
く
の
意
か
）
と
い
う

和
訓
も
人
字
の
和
訓
と
し
て
は
奇
異
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
調
査
し
て
も

そ
の
理
由
は
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

注
二

故
宮
博
物
院
「
寒
泉
」（
陳
郁
夫
作
成
）
中
の
「
全
唐
詩
全
文
検
索
資
料
庫
回
應
」

（
陳
郁
夫
撰
作
・
東
呉
中
文
研
究
所
対
校
）
に
て
「
使
人
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
使
人
成
荒
淫
」「
使
人
哀
」「
使
人
増
愁
」「
使
人
嗤
」「
使
人

疑
」「
使
人
畏
」「
使
人
悵
望
」「
使
人
低
」「
使
人
對
此
心
緬
'
」「
使
人
莫
錯
乱
愁

心
」「
使
人
歸
」「
使
人
立
」
各
一
例
、「
使
人
嗟
」「
使
人
聽
（
此
）」「
使
人
催
」

「
使
人
驚
」「
使
人
感
」
各
二
例
、「
使
人
心
（
悵
然
・
以
之
閑
・
惡
）」
三
例
、「
使

人
迷
」
四
例
、「
使
人
愁
」
十
例
、
計
三
九
例
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
「
使
人

哀
」「
使
人
愁
」
な
ど
「
使
＋
人
＋
心
理
感
情
語
」
と
な
る
用
例
の
中
に
は
そ
う
し

た
心
理
感
情
を
抱
い
た
の
は
作
詩
者
自
身
で
あ
り
、
自
分
自
身
を
「
人
」
で
指
し
て

い
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、「
寒
泉
」
と
そ
の
検
索
方
法
に

つ
い
て
は
本
学
国
文
学
科
寺
門
日
出
男
教
授
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
る
。（「
寒
泉
」http

://libnt.npm
.gov.tw

/s
25/

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
時

２０１６
.８
.３１

）

注
三

観
智
院
本
と
同
じ
増
補
本
系
統
の
鎮
国
守
国
神
社
本
、
高
山
寺
本
で
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
該
部
分
の
み
同
様
の
方
法
で
翻
字
し
て
示
す
。

鎮
国
守
国
神
社
本
（
上
一
の
一
オ
の
四
）

僧
〔
蘓
曽
反

ヤ
ハ
ラ
ク
＼
ネ
ム
コ
ロ

サ
ト
ル
＼
和
音

ソ
ウ
〕

高
山
寺
本
（
上
の
三
オ
の
七
）

僧
〔
蘓
曽
（
平
）
反
＼
ヤ
（
平
）
ハ
（
上
）
ラ
（
上
）
ク

ネ
ム
コ
ロ
＼
サ
ト
ル
〕

注
四

『
大
漢
和
辞
典
』
の
「
伽
」
字
の
記
事
の
該
部
分
を
示
す
。

○二
な
す
び
。
茄
（９

－３０８３５

）
に
通
ず
。〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕
旧
菜
増
伽
。〔
章
樵
注
〕

伽
・
茄
、
古
字
通
。

注
五

正
法
華
経
に
つ
い
て
、
梁
の
慧
皎
著
『
高
僧
伝
』「
晋
の
長
安
の
釈
僧
叡
（
僧
楷
）」

に
次
の
よ
う
な
挿
話
が
あ
り
、
正
法
華
経
現
存
本
文
が
竺
法
護
訳
の
原
文
と
同
一
で

な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

羅
什
が
翻
訳
し
た
経
典
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
僧
叡
は
検
討
を
加
え
た
。
昔
、
竺

法
護
は
『
正
法
華
経
』
を
訳
出
し
、
受
決
品
に
「
天
見
人
、
人
見
天
（
天
は
人
を

見
、
人
は
天
を
見
る
）」
と
あ
っ
た
。
羅
什
は
経
典
を
翻
訳
し
て
こ
の
箇
所
に
至

る
と
、
こ
う
言
っ
た
。「
こ
の
言
葉
は
西
域
の
言
葉
と
意
味
に
違
い
は
な
い
が
、

表
現
と
し
て
野
暮
っ
た
過
ぎ
る
」。
僧
叡
が
「
人
天
交
接
、
両
得
相
見
（
人
と
天

と
交
わ
り
接
し
、
両
つ
な
が
ら
相
い
見
る
こ
と
を
得
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と

言
う
と
、
羅
什
は
「
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
だ
」
と
喜
ん
だ
。（
吉
川
忠
夫
・
船
山

徹
訳
『
高
僧
伝
（
二
）』
岩
波
文
庫
二
〇
〇
九
、
二
八
三
頁
）

『
正
法
華
経
』
授
五
百
弟
子
決
品
に
こ
の
ま
ま
の
表
現
は
見
出
せ
な
い
が
、
恐
ら

く
は
「
猶
お
諸
々
の
天
の
宮
殿
の
麗
妙
に
し
て
、
遥
か
に
相
い
瞻
見
す
る
が
如

く
、
天
上
は
世
間
を
視
、
世
間
は
天
上
を
見
る
を
得
、
天
人
と
世
人
と
往
来
し
て

交
接
す
」（
大
正
九
・
九
五
下
）
と
あ
る
の
に
対
応
す
る
。（
直
前
の
引
用
箇
所
の

「
受
決
品
に
」
の
右
傍
に
注
さ
れ
た
「（
２
））」
の
注
文
。
前
掲
書
二
八
四
頁
、
傍

線
は
加
藤
の
追
加
）

こ
の
句
は
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
授
記
品
（
大
正
九
・
二
七
下
）
に
見
え
る
。（
同

じ
く
前
出
引
用
箇
所
の
「
人
天
交
接
」
の
右
傍
に
注
さ
れ
た
「
（
３
）
）
」
の
注
文
。

こ
こ
で
の
『
法
華
経
』
は
「
妙
法
蓮
華
経
」
を
指
す
。
前
掲
書
二
八
四
頁
））
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受
領
日

二
〇
一
六
年
十
月
三
日

受
理
日

二
〇
一
六
年
十
一
月
九
日
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